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原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
を
反
映
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
財
が
値
上
が

り
し
て
い
る
。
年
金
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰

と
い
っ
た
不
安
要
因
も
大
き
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
生
活
者
は
ど
の
よ
う

な
意
識
で
日
々
暮
ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
今
号
の
「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
　
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
で
も
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
当

研
究
所
で
は
、
毎
年
全
国
約
千
人
の
生
活
者
に
対
し
、
生
活
意
識
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
で
四
回
目
と
な
っ
た
（
う
ち
第
一
回
、
三
回
、
四
回
は

留
置
調
査
、
第
二
回
は
郵
送
調
査
、
実
施
時
期
は
一
月
末
か
ら
二
月
）。
そ

の
調
査
の
中
で
、
毎
回
、
回
答
者
の
生
活
満
足
度
を
訊
ね
て
い
る
。
基
本
的

に
は
個
人
の
私
的
な
生
活
実
感
を
反
映
し
た
満
足
度
で
あ
る
が
、
当
然
、

そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
情
勢
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
経
年
の
推
移
を
見
る
と
、
生
活
者
の
社
会
に
対
す
る
大
ま
か
な
見
方

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
深
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
推
移
と
関
連

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
生
活
者
の
意
識
の
変
化
を
考
察
す
る

こ
と
を
試
み
る
（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要
に
関
し
て
は
、「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
　
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
を
参
照
）。

　
図
１
は
四
年
間
（
平
成
一
七
年
〜
平
成

二
〇
年
）
の
生
活
満
足
度
の
分
布
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、

足
元
の
二
年
で
満
足
度
の
改
善
傾
向
が
明

確
に
な
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
成
一

七
年
か
ら
一
八
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
か
、
む
し
ろ
少
し
悪
化
し
て
い

る
の
に
対
し
、
平
成
一
九
年
、
二
〇
年
の

改
善
幅
は
大
き
い
。
特
に
、「
非
常
に
満
足
」

「
満
足
」
の
回
答
率
が
平
成
一
九
年
、
二
〇

年
の
調
査
で
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
逆

に
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
層
は
、

平
成
二
〇
年
に
大
き
く
シ
ェ
ア
を
減
ら
し
、

お
そ
ら
く
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
ク
ラ
ス

に
移
動
し
た
。「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
層
は
、

四
年
間
を
つ
う
じ
て
比
較
的
コ
ン
ス
タ
ン

各図は大阪ガス（株）エネルギー・
文化研究所「これからの住まい
とライフスタイル」に関する生
活意識調査（H17～H20）の
データをもとに作成

●

●

●

　
●

●

●

　
●

●

●

　
●

f

食 育

CEL

が

そ
の
百
年
以
上
前
に
「
体
格
を
向
上
さ
せ
る
に
は
筋
骨
を
養
う
食
物
が
必
要
で

脳
を
発
達
さ
せ
る
に
も
脳
の
栄
養
と
な
る
食
物

を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
体
育
よ
り
も
知
育
よ
り
も
食
育
の
ほ
う
が
大
切
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
の
で
す
。
料
理
を
楽
し
み
な
が

ら
実
用
知
識
や
教
訓
も
得
ら
れ
る
こ
の
小
説
は
、
ま
さ
に
「
食
育
小
説
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 
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図1　生活満足度の分布（平成17～20年)

は
じ
め
に

生
活
満
足
度
は

こ
の
二
年
で
急
改
善
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ト
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
不
満
層
は
平
成
一
八
年
の
調
査
で
大
き
く

減
っ
た
後
は
、
変
化
が
あ
ま
り
な
い
。

　
一
応
、
景
気
回
復
局
面
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
活

満
足
度
の
判
断
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
景
気
は

昨
年
あ
た
り
か
ら
や
や
頭
打
ち
に
な
り
つ
つ
あ
る
し
、
昨
夏
に
は
ア

メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
が
顕
在
化
し
、
世
界
の
金
融

市
場
は
混
乱
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
関
連
の
物
価
、
各
種
料
金
な
ど

が
値
上
が
り
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
生
活
者
に
と

っ
て
の
改
善
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
回
、
生
活
満

足
度
の
回
答
に
関
し
て
、
今
ま
で
に
比
べ
て
よ
り
大
き
く
改
善
し
た

の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生
活
全
体
の
満
足
感
の
ほ
か
に
、
特
定
の
生

活
満
足
度
に
関
し
て
も
質
問
を
し
て
い
る
。
図
２
「
生
活
の
安
定
や

安
心
」、
図
３
「
生
活
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
か
ど
う
か
」、
図
４
「
未

来
に
対
す
る
希
望
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
か
」、
図
５
「
人
間
関
係
」、

図
６
「
生
活
の
自
由
度
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
」、
図
７
「
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
る
か
」、
図
８
「
自
分
な
り
の
正
義

や
善
な
る
心
に
基
づ
い
た
生
活
を
し
て
い
る
か
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
個
別
の
満
足
度
も
生
活
全
体
の
満
足
度
の
改
善
よ
り
は
小
さ
い
も

の
の
、
同
じ
よ
う
に
向
上
し
て
い
る
。
た
だ
、「
未
来
に
対
す
る
希
望

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
か
」
に
関
し
て
は
、
改
善
傾
向
に
あ
る
こ
と

自
体
は
他
の
要
因
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
幅
は
小
さ
い
。
こ
れ
ら

か
ら
見
て
、
先
行
き
は
楽
観
で
き
な
い
も
の
の
、
当
面
の
不
安
要
因

は
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

か
ら
見
た
生
活
満
足
度
の
向
上
が
、
全
体
的
な
満
足
度
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
生
活
者
像
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
、
統
計
的
な
デ
ー
タ
分
析
を
試
み
た
。
例
年
、
全
体
の
満
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図3 変化に富む
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図5 人間関係
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図2 安定や安心
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図4 未来に対する希望

満
足
度
を
規
定
す
る
要
因
は

安
心
か
ら
生
活
の
変
化
へ
？
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こ
こ
で
、
統
計
的
な
デ
ー
タ
分
析
を
試
み
た
。
例
年
、
全
体
の
満

足
度
を
被
説
明
変
数
に
、
そ
の
他
の
個
別
満
足
度
を
説
明
変
数
と
し

て
回
帰
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
も
同
様
に
計
算
を
行
っ
た
と
こ

ろ
図
９
の
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
回
帰
分
析
の
結
果
、
算
出
さ
れ

る
個
別
満
足
要
因
ご
と
の
回
帰
係
数
の
大
き
さ
を
加
算
し
、
そ
の
シ

ェ
ア
を
見
る
こ
と
で
、
ど
の
要
因
が
最
も
全
体
満
足
度
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
か
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結

果
か
ら
、
全
体
の
満
足
度
と
「
生
活
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
か
ど
う

か
」
と
は
比
較
的
大
き
な
相
関
が
あ
り
、
全
体
的
な
生
活
満
足
度
の

判
断
に
「
変
化
」
要
因
が
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
問
題
意
識
が
抽
出
で
き
た
。
こ
こ
で
「
人
間
関
係
」
要
因
が

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
全
て
の
デ
ー
タ
を
取
り
入
れ
た
場
合

の
回
帰
分
析
に
お
い
て
、「
人
間
関
係
」
要
因
の
係
数
が
負
値
を
取

っ
た
た
め
合
理
的
な
モ
デ
ル
と
は
考
え
に
く
く
、
当
該
要
因
を
削
除

し
た
た
め
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、
同
様
の
分
析
に
お
い

て
、
過
去
三
回
は
、
い
ず
れ
も
「
生
活
の
安
定
や
安
心
」
要
因
が
全

体
の
半
分
程
度
の
シ
ェ
ア
を
取
っ
て
お
り
、
今
回
の
「
生
活
変
化
」

要
因
と
同
様
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
三
年

間
を
通
じ
て
、
か
な
り
頑
健
な
結
果
で
あ
っ
た
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、

今
回
は
そ
の
構
図
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
四
年
前
は
、
企
業
の

破
綻
や
リ
ス
ト
ラ
（
人
員
整
理
）
が
ま
だ
収
ま
っ
て
お
ら
ず
、
年
金

な
ど
公
的
制
度
の
基
盤
の
揺
ら
ぎ
、
格
差
問
題
の
台
頭
、
ネ
ッ
ト
詐

欺
と
い
っ
た
新
し
い
犯
罪
な
ど
生
活
全
般
の
リ
ス
ク
や
そ
れ
に
対

す
る
不
安
と
い
う
も
の
が
蔓
延
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
実
感
な
き
景

気
回
復
と
は
い
え
、
企
業
収
益
も
改
善
し
、
バ
タ
バ
タ
と
大
手
企
業

が
倒
産
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
生
活
者
の

リ
ス
ク
意
識
も
ひ
と
段
落
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
不
安
要
因
が

ひ
と
ま
ず
落
ち
着
く
と
、
今
度
は
生
活
の
変
化
や
豊
か
さ
と
い
っ

た
も
の
に
関
心
が
移
行
し
て
い
く
。
あ
く
ま
で
限
ら
れ
た
デ
ー
タ

か
ら
の
仮
説
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
構
図
を
描
く
こ

と
が
で
き
る
。

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

非
常
に
不
満

不
満

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
満

ど
ち
ら
で
も

な
い

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
満
足

満
足

非
常
に
満
足

H20
H19
H18
H17

図6 生活の自由確保
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図7 自分らしく生きているという実感

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

非
常
に
不
満

不
満

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
満

ど
ち
ら
で
も

な
い

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
満
足

満
足

非
常
に
満
足

H20
H19
H18
H17

図8 正義や善なる心
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図9 生活満足度要因分解(平成20年)
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本
調
査
は
パ
ネ
ル
調
査
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
調
査
と
は
、
第
一
回
の
回
答
者

に
毎
年
、
継
続
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
お
願
い
す
る
と
い
う
追
跡
調
査

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
単
に
各
年
の
分
布
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、

各
回
答
者
が
、
ど
の
よ
う
に
答
え
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
か
の
推
移
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
成
二
〇
年
調
査
の
回
答
者
九
六
四
人
中
、
平
成
一

七
年
、
平
成
一
九
年
も
生
活
満
足
度
の
設
問
に
解
答
い
た
だ
い
た
方
は
五
四

七
人
で
あ
っ
た
。
平
成
一
八
年
も
あ
わ
せ
た
四
回
全
て
に
回
答
い
た
だ
い
た

の
は
三
四
八
人
で
あ
る
（
前
述
の
よ
う
に
、
平
成
一
八
年
は
郵
送
調
査
の
み

行
っ
て
お
り
、
他
の
調
査
の
回
答
者
が
千
人
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
成

一
八
年
は
七
〇
〇
人
弱
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
）。

　
こ
こ
で
は
、
主
に
こ
の
五
四
七
人
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
つ
ま
り
五
四

七
人
を
全
体
の
九
六
四
人
か
ら
か
ら
抜
き
出
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
に

偏
り
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
確
認
の
た
め
に
、
五
四
七
人
の
生
活
満

足
度
の
グ
ラ
フ
（
図
10
）
と
全
員
の
グ
ラ
フ
（
図
１
）
を
比
較
す
る
と
、
傾
向

と
し
て
ほ
と
ん
ど
差
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
に
お
い
て

対
象
者
を
継
続
回
答
者
に
絞
り
込
ん
で
も
重
大
な
問
題
で
は
な
い
と
の
前
提

で
議
論
を
進
め
る
。

 

　
満
足
度
の
推
移
（
二
時
点
間
） 

　
ま
ず
、
四
年
間
の
推
移
を
初
年
（
平
成
一
七
年
）
と
今
年
（
平
成
二
〇
年
）

の
二
時
点
の
変
化
で
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
こ

れ
を
見
る
と
、
図
10
で
見
た
分
布
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
る
。
図
10
だ
け

だ
と
、
あ
た
か
も
不
満
を
持
っ
て
い
た
層
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
で
も
な
い
と

答
え
て
い
た
層
の
一
部
が
、
よ
り
よ
い
ラ
ン
ク
に
上
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う

よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
実
際
に
は
、
四
年
前
「
非
常
に
満

足
」
と
答
え
た
九
人
の
中
で
、
今
年
も
同
じ
よ
う
に
「
非
常
に
満
足
」
と
答
え

た
人
は
二
人
（
二
二
％
）
に
過
ぎ
ず
、
五
人
（
五
八
％
）
が
「
満
足
」
に
下
が

り
、
一
人
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
に
二
段
階
ダ
ウ
ン
、
一
人
は｢

非

単位は人（※空欄は0人）

非常に満足

満足

どちらかといえば満足

どちらでもない

どちらかといえば不満

不満

非常に不満

2

11

11

1

2

5

44

72

17

3

3

1

14

114

59

12

5

5

21

53

10

5

3

1

13

20

13

5

2

2

3

4

2

1

1

1

2

1

3

9

75

234

155

45

23

6

2.44

2.21

2.84

3.59

4.00

4.30

4.67

非常に
満足

満  足
どちらか
といえば
満足

どちらで
もない

どちらか
といえば
不満

不  満 非常に
不満

合　計 満足度
平均値

H20

H17

合　計 27 144 205 97 54 12 8 547 3.14

表1 H17年～H20年  生活満足度の推移(クロス表)
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図10 生活満足度の分布（568人)

個
人
の
生
活
満
足
度
を
追
跡
す
る
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た
人
は
二
人
（
二
二
％
）
に
過
ぎ
ず
、
五
人
（
五
八
％
）
が
「
満
足
」
に
下
が

り
、
一
人
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
に
二
段
階
ダ
ウ
ン
、
一
人
は｢

非

常
に
不
満｣

と
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
様
に
四
年
前
「
満
足
」
と
答
え
て
い
た
人
七
五
人
の
う
ち
一
一
人
（
一

五
％
）
は
、「
非
常
に
満
足
」
に
改
善
し
、
四
四
人
（
五
九
％
）
は
現
状
維
持
で

あ
る
が
、
二
〇
人
（
二
七
％
）
は
悪
化
し
て
い
る
。
平
均
が
上
が
っ
た
と
し
て

も
、
全
体
が
平
行
し
て
改
善
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

の
結
果
が
合
計
値
に
表
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
当
た
り
前

の
話
で
は
あ
る
が
、
実
際
の
数
字
で
表
せ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
変
化
で

あ
る
か
が
わ
か
り
、
そ
の｢
動
き｣

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
生
活
満
足
度
を｢

非
常
に
満
足
＝
１｣

〜
「
非
常
に
不
満
＝
７
」
と

し
て
、
今
年
の
数
値
を
単
純
平
均
し
て
み
た
（
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
平
均
的

な
満
足
度
は
高
く
な
る
。
表
１
の
右
端
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
四
年
前
の
生
活

満
足
度
が
高
い
ほ
ど
、
四
年
後
、
す
な
わ
ち
今
年
も
生
活
満
足
度
が
相
対
的

に
高
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
四
年
前
に
「
非
常
に
満
足
」

で
あ
っ
た
人
が
、
今
年
も
満
足
（「
非
常
に
満
足
」
〜
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足
」）
で
あ
る
率
は
高
い
。
全
回
答
者
の
四
二
％
が
現
状
維
持
で
、
五
八
％

が
変
化
（
改
善
四
〇
％
、
悪
化
一
八
％
）
し
て
い
る
。
こ
の
全
体
像
を
棒
グ
ラ

フ
で
表
現
し
た
も
の
が
図
11
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
生
活
か
ら
得
ら
れ

る
満
足
感
は
持
続
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る

い
は
、
幸
福
を
感
じ
る
の
は
性
格
的
な
影
響
が
大
き
く
、
四
年
前
に
満
足
だ

と
答
え
た
回
答
者
は
、
い
つ
も
満
足
と
答
え
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
既
存
の
研
究
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、

そ
の
両
方
の
効
果
が
あ
る
よ
う
だ
。

 

　
満
足
の
推
移
（
三
時
点
間
） 

　
次
に
、
第
一
回
、
第
四
回
に
加
え
、
第
三
回
（
平
成
一
九
年
）
の
結
果
も
含

め
、
多
重
ク
ロ
ス
表
と
い
う
形
で
掲
載
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
や
や
見
に

く
い
表
だ
が
、
例
え
ば
、
左
上
の
数
値
１
の
意
味
は
、
第
一
回
調
査
で
「
非
常

に
満
足
」
と
答
え
、
第
三
回
調
査
で
も｢

非
常
に
満
足｣

と
答
え
た
人
で
、
今

年
も
「
非
常
に
満
足
」
で
あ
っ
た
人
が
一
人
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
三
年
続
け
て
「
非
常
に
満
足
」
で
あ
っ
た
の
は
、
た
っ
た
の
一

人
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
ち
な
み
に
こ
の
回
答
者
は
第
二
回
に
も
回
答
を
く

合計
（人）H17

H20

※空欄は0人

表2  H17年～H19年～H20年の生活満足度（多重クロス表）

1 H19

2

3

4

5

6

7

H19

H19

H19

H19

H19

H19

1
2
3
7
1
2
3
4
5
7
1
2
3
4
5
6
7
1
2
3
4
5
6
7
2
3
4
5
6
7
1
3
4
5
6
7
3
4
5

1

1

3
4
2
1
1

2
7
2

1

1

1

4
1

4
20
16
3
1

4
30
34
3

1

2
6
6
2
1

1
2

1
2

1

6
8

14
79
18
2
1

4
34
18
3

7
3
1
1

5

1
1
2

1

4
9
6
2

2
11
26
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2
2
1
2
3
3
1

1
1
2
1

1
2

1

1
2
4
4
1
1

1

4
8
4
3

2
2
7
2

1
2
1
1

2

2

1

2

1
2
1

2

1

1

1

1
1

1

1

2

1
5
2
1
7
31
28
6
2
1
7
57
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5
3
1
3
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6
3
2
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9
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1
1
8
2
5
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3
1
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CEL

だ
さ
っ
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
生
活
満
足
度
も
「
非
常
に
満
足
」
で
あ
っ
た
）。
同
様
に

「
満
足
」
な
ら｢

満
足｣

、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
な
ら
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

と
、
三
ヵ
年
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
の
は
一
三
五
人
（
全
体
の
二
五
％
）
で
あ
っ
た
。

一
度
変
化
し
た
が
、
ま
た
は
じ
め
の
評
価
に
戻
っ
た
の
は
九
三
人
（
一
七
％
）
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
一
貫
し
て
満
足
度
が
改
善
し
続
け
た
の
は
一
八
九
人
（
三
五
％
）
と

最
多
数
を
占
め
た
。
一
度
下
が
っ
た
が
、
結
果
的
に
改
善
し
た
人
は
一
五
人
、
一
度
上

が
っ
て
次
に
下
が
っ
た
け
れ
ど
も
、
は
じ
め
よ
り
は
よ
い
人
が
一
七
人
と
少
数
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
一
貫
し
て
悪
化
し
た
人
も
七
四
人
（
一
四
％
）
と
一
定
数
存
在
し

て
い
る
。
上
下
し
て
、
結
局
下
が
っ
た
人
は
二
四
人
い
る
。

　
二
時
点
間
の
ク
ロ
ス
表
を
見
る
よ
り
も
複
雑
で
あ
る
が
、
満
足
度
が
一
貫
し
て
改
善

し
続
け
た
回
答
者
が
全
体
の
三
分
の
一
以
上
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
四
年
間
が
、

少
な
く
と
も
生
活
意
識
の
上
で
は
回
復
局
面
に
あ
っ
た
こ
と
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
現

在
、
実
感
な
き
景
気
回
復
と
い
わ
れ
て
い
る
。
生
活
満
足
度
と
い
う
指
標
に
関
し
て

は
、
ど
の
程
度
そ
の
変
化
を
意
識
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
数
字
の
上
で

は
着
実
に
改
善
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。

　
結
果
と
し
て
、
四
年
間
一
貫
し
て
「
非
常
に
満
足
で
あ
る
」
を
選
択
し
た
回
答
者
は
、

た
っ
た
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
千
人
の
中
の
一
人
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
四
年

間
、
毎
年
欠
か
さ
ず
回
答
を
い
た
だ
い
た
三
四
八
人
の
中
で
一
人
だ
け
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
四
年
間
、
一
貫
し
て
「
非
常
に
満
足
」
を
選
択
し
続
け
た
唯
一
の
回
答
者
と
は

ど
の
よ
う
な
人
で
あ
ろ
う
か
。
無
記
名
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
個
人

の
特
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
お
よ
び
そ
の
他
設
問
に
対
す
る
回
答

か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
人
物
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
現
在
四
〇
歳
代
前
半
、
専

門
技
術
職
、
既
婚
、
小
学
校
ま
で
の
お
嬢
さ
ん
の
い
る
家
族
構
成
で
大
学
・
大
学
院
卒
、

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
同
居
人
数
（
お
子
様
？
）
が
一
人
増
え
て
い
る
。
世
間
的
に

は
中
の
上
の
家
庭
と
の
自
己
認
識
が
あ
る
。
生
活
全
般
以
外
の
各
要
素
で
も
、
お
お
む

ね
満
足
度
が
高
い
も
の
の
、
収
入
や
資
産
水
準
に
関
し
て
は
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
と
評
価
し
て
い
る
。
他
者
配
慮
や
社
会
的
課
題
に
対
す
る
貢
献
に
対
し
て
積
極
的

と
は
い
え
ず
、
保
守
的
側
面
が
見
え
る
も
の
の
、
自
分
の
力
を
高
め
長
期
的
視
点
で
判

断
し
よ
う
と
い
う
態
度
が
表
れ
て
い
る
。

　
資
産
や
所
得
に
関
す
る
回
答
は
な
か
っ
た
た
め
経
済
状
況
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い

が
、
総
じ
て
非
常
に
一
般
的
な
生
活
者
像
が
浮
か
ん
で
く
る
。
自
己
評
価
と
し
て
の
生

活
満
足
度
の
頂
点
に
い
る
の
が
そ
の
よ
う
な
、
遠
い
存
在
で
は
な
い
身
近
な
方
で
あ
る

と
い
う
事
実
は
、
い
か
に
人
生
や
生
活
に
関
す
る
理
念
や
哲
学
が
満
足
感
に
影
響
を
与

え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
最
後
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
た
。
生
活
満
足
度
の
推
移
に
従
っ
て
六
つ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
を
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
特
徴
は
な
い
か
調
べ
て
み
た
。
結
果

的
に
は
、
性
別
・
年
齢
・
家
族
構
成
な
ど
に
関
し
て
差
は
見
ら
れ
ず
、
学
歴
・
年
収
・
資

産
と
い
っ
た
経
済
項
目
に
関
し
て
有
意
な
差
異
を
確
認
し
た
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ほ
ど

顕
著
な
も
の
で
は
な
く
、
高
学
歴
・
高
所
得
・
資
産
が
豊
富
で
あ
る
ほ
ど
満
足
度
の
水

準
が
高
い
ク
ラ
ス
タ
ー
に
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
と
い
う
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
本
稿
で
は
生
活
意
識
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
生
活
満
足
度
の
「
変
化
」
に
着
目

し
て
論
じ
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
も
の
の
、
少
な
く

と
も
意
識
の
上
で
は
こ
の
四
年
間
、
特
に
最
近
の
二
年
間
で
改
善
傾
向
が
明
確
に
な
っ

た
。
以
前
は
、
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
生
活
の
安
全
や
安
心
か
ら
、
生
活
の
変
化

な
ど
の
積
極
的
な
項
目
へ
の
関
心
が
高
ま
る
兆
候
を
見
せ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
後
の

四
月
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
新
た
に
明
ら
か

に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
傾
向
が
続
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
少

な
く
と
も
、
少
し
先
の
こ
と
も
考
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
き
て
い
る
よ
う
で

も
あ
り
、
そ
れ
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う

な
生
活
者
の
姿
を
描
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
意
識
調
査
で
は
、
二
〇
二
〇
年
と
い
う
将
来
の
生
活
像
も
訊
ね
て
い
る
。
本

稿
で
紹
介
し
た
よ
う
な
意
識
を
持
つ
生
活
者
が
、
将
来
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
大
阪
ガ
ス
㈱ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
　

主
席
研
究
員
）  

幸
せ
な
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

最
　
後
　
に
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